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＆ 「ヤツターIJ全身で喜びを表わす選手だち。若い

工ネルギーが伝わってきます。

＇！.一司置 時 九忌A

rr.;t'~ril£.；..臼且
•8月181と行われた閉会式。 全国から各lt!!区の予還を鯵
ち絞いた56チームガ参加しましだ。

V決勝で涙をのんだ熊本信愛女学院の

選手たち。 ft¥i媛席からId:＇＂よくやった Jの声。
ー．事マ1 r--. 

八イ成功を支えた舞台裏。 もう一つの青春。

今
、
わ
や
か
怠
感
動
を
仇
り
が
と
う

高
校
総
体
女
子
バ
レ
ー
ボ
l
ル
競
技



日

議会議員選挙
投票率は86.81パーセ ン ト

田丁日

月
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勝

原

時

夫

水
野
甚
之
輔

水

烏

光

昭
向j

小

18 

... 

の

8
月
お
自
任
期
満
了
に
伴
う
朝
日
町

議
会
議
員
選
挙
は

8
月
2
自
に
告
示
さ

れ
、
ア
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

舎
回
の
選
挙
に
は
、

2
日
の
告
示
と

同
時
に
、
定
獄
怜
人
に
対
し
て
別
人
が

立
候
補
。
7
日
に
行
わ
れ
だ
即
日
開
票
の

結
果
、新
人
3
人
を
舎
む
情
人
の
当
選
ガ

決
ま
り
、
翌

8
目
、水
島
近
太
郎
朝
日
町

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら

一
人
ひ

と
り
に
当
選
証
書
ガ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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A
「

連日1子

銭安；
A ア 喧λ

広 φ
（回応
三克援
ミ美 回
目 長

「
あ
ま
り
の
軟
弱
さ
に
目
を
履
い
た
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
自
然
の
中
で

＠~® 
大

菅

成

美

ち

ゃ

ん

藤
塚
の
大
菅
信
奉

・
美
紀

さ
ん
夫
妻
の
畏
女

（
平
成
5
年
E
月
旧
日
生
）

G)~＠ 

木？

健1
汰た

幸
町
の
柚
木
恒
志

・
由
美

子
さ
ん
夫
妻
の
長
男

（
平
成
5
年
E
月
8
日
生
）

」

＼

戸

山崎地区婦人会

ん

は
な
か
な
か
担
性
も
あ
る
し
、
上
手
に
遊

ぶ
。
い
き
い
き
し
た
子
供
た
ち
の
表
情
を

見
て
い
る
と
、
自
分
た
ち
大
人
の
資
任
を

感
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
」

町
の
児
童
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
広
田

さ
ん
は
、
今
年
も
「
あ
さ
ひ
わ
ん
ぱ
く
探

険
隊
」
の
ロ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
。
七
月
二
十

一
日
か
ら

五
日
間
、
町
内
の
小
学
校
五

・
六
年
生
約

三
十
人
と
、

一二
畿
の
大
自
然
の
中
で
寝
食

を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

親
元
を
離
れ
て
の
長
い
キ
ャ
ン
プ
生
活

は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が
初
め
て
の
体
験
。

テ
ン
ト
設
営
や
食
事
の
準
備
は
も
ち
ろ
ん
、

簡
保
寓
士
登
山
や
笹
川
源
流
で
の
川
遊
び

な
ど
、
互
い
に
カ
を
合
わ
せ
自
然
と
向
き

あ
っ
て
過
ご
し
た
五
日
間
は
、

子
供
た
ち

に
と

っ
て
は
新
鮮
な
感
動
と
驚
き
の
連
続
。

広
田
さ
ん
自
身
、
「
子
供
た
ち
と
遊
ぶ
楽
し

さ
を
本
気
で
味
わ

っ
た
日
々
だ

っ
た
」
と

笑
い
ま
す
。

「
北
目
は
親
の
干
渉
な
し
で
子
供
が
遊
べ

ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、
大
人
の
了
解
が

ま
ず
必
要
な
時
代
。
か
つ
て
自
分
た
ち
が

味
わ

っ
た
自
由
を
、
な
ぜ
与
え
て
や
ろ
う

と
し
な
い
の
か
不
思
議
で
す
ね
」

「
子
供
は
自
然
と
遊
ぶ
べ
し
」
が
持
論
。

多
趣
味
で
、
子
供
た
ち
に
竹
細
工
や
天
体

観
察
の
手
ほ
ど
き
を
す
る

一
方
、
と
き
に

は
厳
し
さ
も
見
せ
る
熱
血
漢
。

「未
来
あ

る
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
指
導
者
の
養
成

が

一
番
の
急
務
」
と
熱
く
語
り
ま
す
。

物

｜
｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

、。
’しV水

落

新
潟
県
の
十
日
町
市
で
す
。

人
口
は
約
四
万
五
O
O
O人
。
全
国

に
名
だ
た
る
豪
雪
地
帯
で
、
多
い
年

は
二
1
三
メ
ー
ト
ル
も
雪
が
積
も
り

ま
す
。
そ
れ
を
生
か
し
た
雪
ま
つ
り

や
五
月
に
行
わ
れ
る
抗
日
物
ま
つ
り
、

魚
沼
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
も
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
朝
日
町

か
ら
は
車
で
二
時
間
余
り
。
帰

る
た
び
に
道
路
改
良
が
進
む
な

ど
、
の
ど
か
な
実
家
の
周
り
も
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

｜
｜
朝
日
町
で
の
生
活
は
い
か

が
で
す
か
？

水
落

朝
日
町
に
来
て
六
年
。

会
社
の
寮
で
生
活
し
て
い
る
せ

い
か
、
町
に
つ
い
て
は
知
ら
な

丸山剛 史さん（23歳弥生町）

リコー情報システム 一一

を感慨深〈見て回りました。

また、農薬の使用や汚水処理

などは下流に影響を与えない

よう、厳しい規制基準のもと

に行われていると聞き、安心

することもできました。

今後もいろいろな行事を予

定していますが、会員の皆さ

んのニーズの把握が重要な課

題。役員会でも計画を組むに

あたっては大変な苦労をして

います。

リサイクル運動や年 l回の

親睦を兼ねた研修旅行、地区

自治振興会行事への協力など

など一。これからも伝統ある

婦人会としての役割を狙いな

がら、会員の皆さんが参加し

てよかったと思える有意義な

活動をしたいと思っています。

伝統を守り有意義な活動を

ミき犠
私たち「山崎地区婦人会J

はや身近な自然に学び、豊か

な心で住みよい郷土にしよう々

を合い言葉にさまざまな活動

を行っています。

今年度は地元の槻山ブルフ

場のオープンに関連して、地

域開発と自然問題について竿：

潟を進めています。

6月にはふるさとの山や川

の動地物や自然保護対策につ

いてrふるさとの自然は今ノ』

と題した講演会を開催。自然

保護の大切さを再認識しまし

た。また、 7月24日には160名

余りが参加してゴルフ場の見

学会を実施。昔から親しんで

きた棚山がすばらしいコース

として生まれ変わった様子や、

かつて集落があった場所など

6・

ロ新
水量 潟
存薬 県
三 十
万 E
i 吊

い
こ
と
の
方
が
多
い
く
ら
い
。
で
も

海
が
あ
り
、
静
か
で
気
候
的
に
も
故

郷
と
似
て
い
る
こ
の
町
に
は
親
し
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。
寮
に
は
北
海
道

や
新
潟
、
福
島
出
身
者
な
ど
百
人
近

く
が
生
活
し
て
お
り
、

言
葉
も
い
ろ

い
ろ
。
嵐
山
弁
だ
け
で
な
く
、
各
地

の
方
言
も
い
つ
の
間
に
か
分
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）
。

｜
｜
こ
れ
か
ら
の
抱
負
は
？

水
落

休
み
の
日
に
は
愛
車
で
ド
ラ

イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
も
っ

と
朝
日
町
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
知

り
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
何
か
資

格
を
取
る
こ
と
が
臼
標
で
す
。

。サ
』
キ
ヴ
ト
に
夢
中

社
会
に
出
て
四
年
目
。
会
社
で
は

現介位、

O
A
機
能
全
般
の
営
業
を
担

当
し
て

い
ま
す
。
結
果
が
数
字
に
表

れ
る
厳
し
い
仕
事
に
は
違
い
あ
り
ま

せ
ん
が
、
し
ゃ
に
む
に
仕
事
を
し
て

い
る
う
ち
に
自
分
な
り
の
要
領
も
つ

か
め
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
野
球
チ
l
ム
に
人

っ
て
い

る
ほ
か
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
や

っ
て

い
た
サ
ッ
カ
ー
も
趣
味
。
で
も
、
何

と
い
っ
て
も
今
は
サ
ー
キ
y
ト
に
夢

中
に
な

っ
て

い
ま
す
。
一

年
に
五
、

六
回
は
、
新
潟
県
の
間
瀬
サ
ー
キ
ッ

ト
で
聞
か
れ
る
走
行
会
に
出
場
。『ベ

ス
ト
ラ
ッ
プ

一
分
十
丘
秒
台
に
臨
り

出
た
い
』
と
い
う
の
が
今

一
番
の
大

き
な
目
標
で
す
。

休
み
の
日
は
、
ほ
と
ん
ど
事
に
か

か
り

っ
き
り
で
、
結
婚
な
ど
ま
だ
先

の
話
。
し
い
て
言
え
ば
、
ヤ
セ
型
の

次
の
子
が
理
想
の
タ
イ
プ
か
な
。

広
報
係
で
は

『ふ
れ
愛
こ

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「出
て
み
た
い
」
「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係

（宮
役
場
内
線

2
0
4）
へ
ご

一
報
を。

.. ・



みんなの

阻星温E品目掴

川
誠
一
み
鴇
mv

『

4

叫

M
U
M
併，

t

崎

帆

［

i
汁
y
l
i

）

つ
白川関山一
J
一巳

ね

ヲ

川

V

川

t
w
川
向

h
h
寸
目
u
t吋
l
J
j

’B
詑
叫
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＼
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ふもだちの～＼＼

シがわ j
－~長~ .... 

つ＼..J'

〔
大
事
怠
こ
と
は
？
〕

｛

2
歳
児

庭園

「とべとベシャボン玉』（南保保育所）

い
い
ん
だ
け
ど
ね
L

』

T
〈
ん
「
、
つ
ず
つ
に
ド
ラ
ム
モ
ン
あ
る
」

保
母
「
え
ー

っ
つ
・
ド
ラ
L
モ
ン
ク

ド
ラ
イ
ヤ
ー
や
よ
」

M
3
1う
ん
、
品
衰
の
毛
か
わ
か
す
ド

ラ
ム
モ
ン
や
ろ
っ
・
う
ち
に
あ
る

も
ん
」
（
阿
ち
ゃ
ん
は

T
く
ん

の
お
柿
♂
ん
で
す
）

保
母
「
：
・
：
」

〔
七
夕
ま
つ
り
〕

（

2
歳
児
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A語E懇i戻（14) 

＠失J司の欺事E絶望

保
母
「
宍
ち
ゃ
ん
の
ひ
い
ぱ
あ
ろ
や

ん
け
け
つ
」

nk
Z
ん『
ア
ン
ヨ
し
て
豆
島
有
で
も
店
で

も
ど
こ
へ
で
も
い
く
が
よ
」

保
母
「
ま
ご
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
つ
・
」

円

K
Z
ん「
才
l
卜
パ
イ
に
乗
っ
て
山
へ

行
く
が
」

保
母
「
じ
ゃ
、

O
A

ち
ゃ
ん
は
つ
」

。な
のん
「
傘
に
乗
っ

τど
こ
か
へ
行
か

V
A
F

」

河怖
い
川
「
こ
い
こ
と
な
ら
教
え
ん
で
も

言
う
が
い
け
ど
、
久
拳
な
こ
と

言
わ
ん
が
で
よ
」
（
久
事
な
こ

と
と
は
オ
シ
ッ
コ
・
ウ
ン
λ

干
の

こ
と
で
す
）

〔
ド
ラ
え
も
ん
）

（

2
簸
児
）

保
母
「
七
夕
ま
つ
り
っ
て
何
？
」

M
Z
ん
「ハ

l
イ
、
じ
し
の
ま
つ
り
」

保
母
「
む
し
っ
・
あ
っ
、
そ
う
か
、
皇

の
こ
と
ね
」

H
aヲゃん
「
う
ん
、
む
し
の
こ
と
」

保
母
（
：
：
；

H
ち
ゃ
ん
リ
三
だ

2
歳

だ
も
の
ね
。
呈
が
虫
に
な
っ
た

納
得
！
）

の
ね
。

広
報
ク
イ
ズ
⑩

〔
問
題
）

①
朝
日
町
議
会
議

H
の
定
数
は
つ

＠
同
人

③
同
人

＠
加
入

②
判
日
間
町
制
施
行
刊
周
年
記
念

興
が
行
わ
れ
た
の
は
8
H
何
日
？

＠

1
日

＠

3
日

⑤

7
日

③
9
川
叩
回
、
H
日
に
聞
か
れ
る
公

判
ビ

l
チ
ボ
ー
ル
競
技
大
会
は
、
人
，

M
で
節
何
川
目
？

＠
叩
回

③

U
M

G
U
回

〔
応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
引
き

9
川
M

H

（川

口
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
謀
秘

帯
広
報
係
（
干

m
l
w朝
日
町
道
下

1
1
3

3
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
3
人
に
凶
杵
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
耐
刷
の
当
選
者
は
Y
U

M

E
さ
ん
、

M
某
さ
ん
、

ん
の
奥
さ
ん
で
し
た
。

タ
ー
ち
ゃ

‘
J

，．
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（水
遊
び
を
し
た
あ
と
で
）

保
母

「
S
ち
ゃ
ん
、
い
っ
ぱ
い
ぬ
れ

た
ね
。
ド
ラ
イ
ヤ
ー
あ

っ
た
、
h
J

昨年の夏と足して2て割って

ほしりほどの猛暑が続りてりま

す。町制施行40周年記念式典、

あさひまつりも無事終わり、 56
チームが熱戦を繰り広げた高校

総体の女子バレーボール競技も、

町にさわやかな感動を残し幕を

閉じました。

異常とも思える今年の夏、し

かし、これも見方を変えれば白

熱界からの警告てほと叫う気が

します。水~大気の汚染など、

環境問題が以前にも増してクロ

ーズアップされてりる中、ゴミ

の処理につりても真剣怠対応が

求められてります。町としても

今後、職員が各町内会へ出向き、

皆さんと話し合りの場を持つこ

とを計画しております。温かり

こ理解、こ協力をお願りします。

一方、町ては皆さんへのアン

ケート調査を行うなど、将来の

町の指針ともりうべき総合計画

策定の準備を進めてります。漠

然と r企業誘致に積極的に取り

組め』てはなく、どのような業

種の企業を望んてりるかなど、

今後もりろりろな面て具体的な

考えをお間かせりただけれほ幸

りです。

ところて8月7目、それぞれ

の公約を掲げ、住民の皆さんの

支持を得て当選された18人の議

員の皆様に改めて祝意を申し上

げます。 「豊かて活力ある郷土

、あさひ”の実現』！と向11、ご

協力をお顕りする次第てす。

(8月8日、新柳蹴促進）
のため上京する!IE中にで I 
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佐藤 彰洋

渡部 智行

鈴木希末佳

富山県五箇庄小1年 吉田有沙

佐藤亜樹

梅津悠香梨

難波千愛

亀井彩加

段本和貴子

い！？はたみよ

渋谷孝

佐藤友香

石井陽子

斎藤淳一

富山県朝日町長賞

新潟県朝日村長賞

山形県朝日村長賞

岐車県朝日村長貧

富山県朝日間教育長賞

新潟県朝日村教育長賞

山形県朝日村教育長賞

岐阜県朝日村教育長賞

抱山社 －貧

富山県書霊 会 賞

研心書院賞

新潟県書林会賞

朝笥会賞

山形県月山書風会賞

注） 席書の部は、会場に小中学生が一堂に集まり作品を

清書、競書の都は、作品のみの参加出品です。

全国「朝日」町村友好競書大会
｜特別賞 受 賞 の皆

第
円
引
田
富
山
県
民
体
育
大
会

（%、

%
、
%
）

①
二
部

一
般
の
部
V
テ
ニ
ス
女
チ
2

位
朝
日
選
抜
V
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
出
子

2
位
エ
ク
ス
プ
レ
ス
マ
柔
道
男
子
団

体
2
位
朝
日

・
入
普
選
抜

①
一一一
部

一
般
の
部
V
ピ
l
チ
ポ

l
ル

男
子
日
議
以
上
2
位
い
い
ち
こ
マ
ビ

ー
チ
ポ
l
ル
女
子
日
歳
以
上
2
位
ヤ

ン
グ
ス

マ
イ
ル

①
一一部
中
学
の
部
V
陸
上
労
子
2
・

3
年
棒
高
跳
2
位
南
部

一
成、

2
・

3
年
走
幅
跳
3
位
鈴
木
文
敏
V
陸
上

女
イ
2
・
3
年
m

m
H
1
位
河
内
町

2
年
1
5
0
0
m
2
位
符
川
泉
、

2
・

3
年
定
刈
挑
3
位
川
久
保
夫
附

平
成
6
年
度
県
中
学
選
手
権
大
会
｛
%

%） 
①
倒
人
の
部
V
采
泊
剛力
f
日
同
級
l

住
日
井
伊

・
3
伏
岡
本
沖
手
、
時
同

級
2
位
耐
戊
見
山川
’v
柔
道
ん
久
子
部
同

級
1
枕
河
端
裕
美
マ
陸
上
剛力
チ
定
制

跳
2
位
鈴
木
文
敏
、
棒
高
跳
3
伏
南

部
一
成
V
陸
上
女
子
m
m
H
1
位
河

内
随
、
三
種
競
技

B
I
位
河
内
瞳
、

走
高
跳
2
位
川
久
保
美
晴
、

三
種
競

技
A

3
位
川
久
保
美
崎
、
側

m
3
位

笹
川
泉

平
成
6
年
度
第
日
回
北
信
越
中
学
枝

総
合
競
妓
大
会

（
%
、
%
新
潟
県
）

①
陸
上
女
子
削

m
H
3
位
河
内
経

町
民
ゲ

i
ト
ポ
1
ル
大
会

（
九
海
浜

公
闘
）

・クラブ対抗野球大会 4日（日）9'.00-

（町長総合グランド）

・関［ソフトボール秋季ナイターリーグ戦

13日（刈ー16日樹7:30～ 

（泊高校グラン ド・1J1附グランド）

・3市l郡バドミ ント ン大会 18日（Fl潟：30-

（文イヒ｛本nセンター）

・ウイング杯ゲートポール 200(:.k)S:30～ 

（海浜公園）

※関連記事18ページ

厳阜県羽田小1：年

厳皐察車関日小4~

山形県大綱lj\2~

新潟県車両日中3年

山形県大泉小3年

富山県朝日中1：年

新潟県高南小B年

山形県朝日中巴年

新潟県翁日中1：年

山形県朝日小4年

富山県朝日中3年

山形県朝日小5年

山形県朝日小6年

〔競 書の部〕

さん l

S
P
O
R
T
S
 

9
月
の
ス
ポ
ー
ツ

回

ー
伏
泊
・

一一民
A

2

枕
ん川
崎
A

町
民
ピ
ー
チ
ポ
l
ル
大
会
策
会
国
ピ

ー
チ
ポ
l
ル
競
技
大
会
町
予
選

（vm

i
%
文
化
体
行
セ
ン
タ
ー
）

①
引

f
の
部
曹守

山リ蹴
以
上
l
刊
す
制

2
叫
ん
門
的
8
8
C
V
初
歳
以
上
1
位

道
下
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

2
位
火
山家

庄
ビ
ー
チ
ポ

l
ル
愛
附
会
V
刊
歳
以

上
1
伏
ブ

ル
ポ
ン

2
位
五
箇
陀
V

印
歳
以
上
1
位
い
い
ち
こ
A

2
位

い
い
ち
こ
B

①
女
子
の
部
V
日
歳
以
上
1
位
骨
組

2
位
ヤ
ン
グ
ス

マ
イ
ル
V
初
議
以
上

1
位
大
家
庄
フ
レ
ア
ン
ュ
ス

マ
イ
ル

2
位
宮
崎
B
B
C
V
刊
歳
以
上
1
位

大
家
庄
ニ
ュ

ー
ス
マ
イ
ル

2
位
花

組

v
m蔵
以
上
1
位
大
家
店
ス
マ
イ

ル

2
位
か
っ
さ
か

5 

福井県朝日東小6年藤井佑香

福地未絵

大滝恵

新井タ紀子

工藤拓克

飯沼掲

渋谷祐樹

高垣道代

笹川泉

福井県朝日束中E年福島亜希子

佐藤陽子

伊藤香織

谷口由依

富山県五箇庄小5年狩谷涼子

徳井県朝日西小5年渡辺住奈

横井梓

第

〔席書の部〕

新潟県小川小B年

厳阜県羽田中1年

新潟県朝日中3年

山形県大泉小4年

富山県朝日中E年

厳阜県朝日小巴年

山形県朝日中3年

新潟県高南小5年

山形県朝日中E年

富山県朝日中1：年

新潟県猿沢小4年

厳阜県朝日中3~手

富山県朝日町長賞

新潟県朝日村長賞

山形県朝日村長賞

福井県朝日町長賞

厳阜県朝日村長賞

富山県朝日町教育長賞

新潟県朝日村教膏長賞

山形県朝日村教育長賞

福井県朝日町教育長賞

蔽阜県朝日村教育長賞

抱山社賞

富山県書霊会賞

研心書院賞

新潟県書林 会賞

朝笥会賞

山形県月山書風会賞

施行40周年記念朝日岡町制

町
民
夜
間
サ
ッ
カ
ー
大
会

（為
1
扇

町
民
総
合
グ
ラ
ン
ド
）

－
位
大
家
庄

2
位
境

町
民
野
球
大
会

（
%
町
民
総
合
グ
ラ

ン
ド）

ー
位
五
箇
庄

2
位
泊
二
区

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
%
小
丸

山
グ
ラ
ン
ド
）

1
位
泊
二
区
A

2
位
山
崎

夏
季
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会

（斜
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
）

V
男
子
の
部
1
位
五
箇
圧

2
位
衛

保

V
女
子
の
部
1
位
犬
家
庄

2

位
泊

全
国
ビ

l
チ

ポ
l
ル
競
技
大
会

今
年
も
日
都
府
県
内
∞
市
区
町
村
か
ら

3
5
3
チ
ー
ム、

2
、
l
0
6
人
の
選
手
が
参
加

回｜11 ［塑

長
津
清
平
さ
ん
が
環
境
庁

長
官
表
彰
を
受
賞

今
年
で
第
日
同

N
を
迎
え
る
全
向

ビ
ー
チ
ボ
l
ル
競
校
大
会
が

9
月
刊

日
、
日

nの
2
H
川
、
判
川
町
文
化

体
行
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
リ
l
ナ
」
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
大
会
に
は
全
向
日
制
府
川肘
日
市

区
町
村
か
ら
賢
女
8
部
門
に
3
5
3

チ
l
ム、

2
1
0
6
名
の
選
手
が
参

加
す
る
予
定
で
す
。

町
制
施
行
刊
周
年
を
飾
る
に
ふ
さ

わ
し
い
朝
日
町
の

一
大
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
、
今
年
も
金
町
民
の
カ
で
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

き
が
ぞ
か
な
汗
と
感
品
開

vb
怠
た
が
韮
及
ぞ
ず
f

¥_, U競技大会
ff 

7
川
幻
口
、
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ

た
金
問
向
然
公
凶
大
会
の
席
上
、
円
双

沈
前
平
さ
ん
（
辻
約
附

・
的
歳
）
が

環
境
庁
長
行
ぷ
制
服
を
受
抗
さ
れ
ま
し

た
。

る~~:2~：； 射
朝日町 ；．：三~~；~：：~~ニニ・：τ

長
津
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
り
朝
日

岳
方
面
の
動
植
物
保
護
の
た
め
の
監

視
や
登
山
道
の
巡
視

・
補
修
に
努
め

ら
れ
る
な
ど
、
自
然
保
護
思
想
の
普

及
啓
蒙
に
尽
力
。
今
固
め
受
賞
は
、

こ
う
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
、」と

に
よ
る
も
の
で
す
。

胆石症の新治療法
今回は、胆石症の新し』J外科

的治療ιっυてお話レします。

胆石症は、文字のごとく主と
~＂＇のう

して胆嚢内C石のたまる病気て、
Bうどん

これが原因て腹痛、発熱、黄痘

等を引ぎ起ζすことそうあります。

また、長期間胆石がある人は、

な付人と比較して胆嚢議lこなり

やす川ともiJわれてnます。以

前は胆石症を外科的に治療する

場合、すべて腹部ι15anほど傷

をつけて石のλった胆嚢を摘出

してυまし左。しかし最近の医

療機器の進歩lこより、内視鏡を

用けて胆獲を摘出する方法が用

』Jられるようlこなってぎました。

この術式を腹腔鎖的胆嚢摘出術

どよんで日ます。

この方法を簡単C説明すれば、

腹部Ii:l cmと5mmの穴をそれT
n2か所ずつ開げ、その穴から

内視鏡または話争を挿入し、テ

レビ画面を見ながら胆嚢を締出

します。従来の方法と比較して

①術後の傷跡が同立危な日 ② 

術後の痛みが軽度である ＠入

院期間が短ぐ経済的である ＠ 

社会復帰が早ぐ行えるなど、優

れた利点が挙げられます。しか

し、開腹術の既往や慢性胆嚢炎
ゆSt，ど

店よる高度の癒着力Tあっ疋り、

総胆管および肝臓内にち石があ

る人ιは安全面を優先レて従来

の方法を用けること乞あります。

当科でもζの摘出術を行ってf]

ます。何なリとご相談ぐだZけ。

あ

山rt
総

下主主
院
外

巌円
お

医
師

医療の現場から

1111 



社会福祉
協議会だより

4・朝日町社会福祉協議会

は、皆さんと共に地域の

福祉向ょを目指す福祉団

体です。

・場所 朝 日町福祉セン

ター内

包 83-0576

崩

御

二

日
況
ワ
汁

協

U
倒

ふ
ム

4
イ’

J
d
，
 

進
め
よ
う
と
も
に

福
祉
の
ま
ち
、
つ
く
り

｜
｜
地
域
福
祉
講
座
を
開
催
｜
｜

募

集

Eヲ1;1：幽r~奮材：t:=mlllll’E

『じ
ぶ
ん
パ
ワ
l
ア
ッ
プ
』

圃

職
業
能
力
開
発
の

た
め
の
受
講
生

募
集
科
目
・
住
宅
営
繕
科

・
店

名

・
イ
ン
テ
リ
ア
総
工
科
：
・

同
名

・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
・

別
名
（

3
科
と
も
男
女
不
問
｝

願
書
締
切

9
月
M
H
附

入
所
白

川
月

6
円
附

訓
練
期
間

6
か
月

申
込
み
・

e

般
応
募
省
：
出
山

川町
民
…
部
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー

・

一以
別
保
険
受
給
打
：
公

共
職
業
火
山必
所

そ
の
他

詳
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
同
開
発
セ
ン
タ
ー
（
黒
部

市
荻
生
3
2
0
0
E
臼

1
0
2

5
1
）
へ
。

くらしの情報室

Livi：γzg Iγzfoγmαtio判
画団司司

課
題
に
つ
い
て
考
え
る
地
域
栴

祉
総
肢
（
座
談
会
）
を
附
似
し

て
い
ま
す
。

参
加
者
の
背
さ
ん
の
意
見
や

要
望
な
ど
は
、
今
後
の
社
協
活

動
の
指
針
を
定
め
る
う
、
え
で
の

基
本
。
こ
れ
か
ら
も
「
進
め
よ

う

と

も

に

福

祉

の

ま

ち

づ

く
り
』
を
モ
γ
ト

l
に
、
各
地

域
に
出
向
く
予
定
で
す
。
皆
さ

ん
の
椴
極
的
な
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

ありがとうあたたかけi急

喝 …糊行
(7月II日－8月10自）

QBちゃんから 1円玉硬貨

1. 000問

。横水林一雄さんから亡

母りよさんが生時ijお世話に

なったお礼として 10万円

。中町 丸岡一夫さんから

亡父久次さんが伎fillお世話

になったお礼として 10万円

。あさひまつり田］戦員コー

ナー実行委員会さんから

11, 647問

。朝日ボランティア友の会

さんからあさひまつりハー

ティの里売上金 3万問

紘
貝
肺
刷
－
A
f品
目
只

加
入
状
況

（泊
一
区
）
筑
作
vm
－
、
荒
介

ス
ノ
子
、
中
け
木
秀
雄
、
青
木
五
守
、

近
江
点
子
、
近
江
聴
、
近
江
久
美

子

（

泊
＝
区
）
下
“
万
泣
、
下

山
労
枚
、
村
H
富
子
、
戸
崎
泉
一司、

九
m＋一
隊
、
折
谷
｛
五
世
資
金
井
和出力、

金
作
皆
4
T
、
安
達
初
校
（
泊
三

区
）
入
江
山
肌
応
、
九
円
”は
ま
す
え
、

平
川
陣
滋
段
、
長
崎
律
、
米
丘
捕時、

米
丘
ひ
と
み
、
平
間
友
成
、
平
問

筋
子
、
令
成
品
午
ぷ
、
ト
臼
井
弥
士
問
、

九
以
沖
進
、
凶
畑
谷
和
典
、
大
管
健
治
、

中
隊
ハ
ツ
エ
、
＋
4
4

計
忠
良
、

平
田

隆
俊
、
柚
木
将
一二
、
魚
津
利
子
、

勝
川
カ
リ
子
、
M
倒
木
進
、
石
火
線
、

守
凶
清
、
米
丘
銘
打
治
、
米
丘
光
子
、

ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
金
に
協
力
を

ル
ワ
ン
ダ
共
和
国
の
内
戦
に

よ
る
難
民
救
援
の
た
め
、
日
本

赤
十
字
社
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の

救
媛
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
赤
朝
日
町
分
区
（
朝
日
町
社

会
稿
枇
協
議
会
内
）
へ
お
寄
せ

い
た
だ
く
か
、
来
年
1
－M
末
ま

ま抱びビアとやま＇ 94． 
フ第
二Eι＝
さ 画
？＿；全
パ 国
Jレ宝生E
来涯
場 学
者習

催
事
の
概
要
・

山
依
然
（
山
川

5
n
附
午
後
6
時
初
分
）

開
会
式
（
同
月

6
口
附
午
後
1

時
却
分
）

・
オ
ー
プ
ニ

ン
グ

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
山
川

6
日
附
午

後

3
時
）
会
場
は
と
ら
に
県

点
、
i
H

L
E

・’J
’ed会

併
以

申
込
み
締
切

9
川
川

Hω

募
集
人
員

出
佼
祭
：
・約

9
0

0
名
・
閉
会
式
・
約

4
0
0

名

・
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
フ
ォ
ー

ラ
ム
：
約
8
0
0名

申

込

み

方

法

似
似
は
が
き
に

必
裂
が
引

（住
所

・
氏
れ

・
参

加
希
望
の
似
事
u
h
）
を
明
記
し

応
募
く
だ
さ
い
。

申

込

み

先

〒

蜘

宮

山
市
新

総
山
輪
4
！
日
宮
山
県
氏
会
館

7
0
4川
γモ
第

6
川
全
同
午

批
山
下
仰
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
高
山

県
水
，
M
川
山
川
市
ド
係
（

8
0
7
6

4
H
M
H
4
1
1
1内
線

4
5

3
8｝

 

※
叩
川

6
H
附
か
ら

m
H
m
ま

で
白
山
山
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

で
附
俄
さ
れ
る
午
沈
下
問
見
本

で
に
直
後
左
記
へ
送
金
さ
れ
て

も
結
構
で
す
。

名
称

ル
ワ
ン
ダ
難
民
投
媛
金

救
援
金
口
座

北
陸
銀
行
向
川

原
町
支
店
臼
本
赤
十
字
社
富
山

県
支
部
長

け
嵯
喬
号

1
0
3

η
4
勺
’

n
4
2
1

酒
井
輩
、
湖
、
一
泊
弁
佑
子
、
一
泊
井
原

義
、
線
本
の
ぷ
チ
、
塚
本
義
孝
、

坂
本
か
を
る
、
松
原
勝
袋
、
松
原

民
子
、
必
川
町
民
乃
線
、
必
以
ま
さ
f
、

水
野
す
な
、
深
松
与
次
、
酒
井
医

ぷ
、
酒
井
美
代
子
、
松
閃
ヌ
イ
、

以
米
保
、
城
米
潟
市N
F、
坂
口
以
弘
、

以
ぃ
収
録
、
越
間
十
事
日
明
、
越
間
日

美
子
、
管
木
イ
ク
、
居
波
卯
七
、

配
仙
波
千
鶴
L
z
、
品
守
問
栄
、
占
寸
悶
と

し
、
折
谷
川
彦
、
折
ハ
令
以
「
、

1．

杉
古
花
、
米
丘
利
明
、
米
丘
川
野
、

品川本判
明
袋
、
舟
本
ひ
き
子
、
坂
東

米
夫
、
似
点
洋
L
J

、
人
以
抗
入
、

入
江
彩
子
、
人
一
一
凡
夫
さ
を
、
折
谷

幸

一
、
折
谷
チ
ヨ
、
折
谷
臨
H

段、

折
谷
｛
晶
子
、
依
々
木
す
ず
え
、
広

川
股
治
、
料
判
沢
征
入
、
好
沢
川肝炎、

杉
聞
紙
、
杉
田
し
の
ぶ
、
近
総
慾

治
、
近
藤
と
み
、
卜a

野
滋
子
、
越

＠掴

間
政
治
、
西
ね
友
行
、
削
れ
同
一
方
市
中
、

白
崎
好
人
、
h

周
朱
美
、
石
弁
由
紀
子
、

野
沢
文
夫
、
好
沢
美
保
子
、
竹
内

哨
維
、

一拘
介
締
火
、
洲
介
一一心同チ
、

永
井
平
之
、
永
井
幸
γT
、
大
島
与

吉
、
大
島
ハ
ツ
エ
、
大
向
純
子
、

魚
住
縦
段
、
魚
住
品
川
緒
、
魚
住
み

つ
、
魚
住
美
鈴
、
折
（
令
勝
己
、
折

谷
線
千
、
水
h

い
叫
推
察
、
水
向
洋
子
、

水
島
本
け錦
、
ヒ
沢
誠

一
、
上
沢
米

子、

仁
川
仇
制
、

小
坂
悲
汁川
、
小
川
悦

端
子
、
日
山
竹
松
、

山口

mmみ
ど
り、

宮
間
秀
紙
、
宮
聞
は
る
み
、
水
下

液
一
、
水
下
美
千
代
、
ト
人
Mr鈴
縦
、

大
手
作
子
、
太
子
徳
川
川
、
大
子
卵

子、

機
山
英
一
品
、

大
村
尚
子
、
w
H

清
久
峰
、
湯
烏
守山
司
雄
、
水
野
正

%
、
勝
間
弘
、
主
凶
t
u
川
、
市
森

和
之
、
市
桝
綿
花
f
、
京
高
ケ
、
山
女

逮
納
次
、
折
谷
利
閉
刀
、
越
間
勇
雄
、

太
平

一
術
、
大
平
市
子
、
大
dr鉄

郎
、
魚
住
栄
作
、
魚
住
す
み

f
、

ト
沢
繁
陥峨
‘
橘
弘
、
中
沖
逸
治
、

中
涼
タ
マ
子
、
松
永
臨時
減
、
必
永

は
な
、
大
凶
様
、
大
尚
一峨，
r
（五

箇
庄
）
有
川品川け次、

山
川
恭
二
、

山
凶
ヨ
シ
、
山
間
実
、
山
聞
な
が

子

（南
保
）
川
上
貞

．
、
山
中

山
松
、

川
上
夫
、
近
泌
俊
、
近
様

相判
子
、
近
総
健
作
以
l
陥
名
、

m
口

（8
月
5
日
現
在
）

橿｜祉｜豆｜事｜典｜⑥

社会福祉協議会

昭和26年に民聞の社会福

祉活動の強化を図るために

作られた、公共性と自主性

を有する民間組織。

地域における住民組織と

公私の社会福祉事業関係者

などによって織成され、住

民の福枇活動の組織化や社

会福祉を目的とする事業の

連絡調整、企雨、実施など、

住民主体の想念に基づいた

地成の福祉課題の解決のた

めの幅広い活動を展開して

います。

聖111聖
求人戦権 王手障害 賃金 4主!ill)

意t撲場所 係局 資絡 経験
番号 問 休 自 人数 免 宮干 高事

機 械 エ 18才ー 150.000』
9号

朝日町草野
2 不問

60:t 210,000 日祝、 土噌繍迎

2 相生 紙 ヱ 18才～ 143,000-
男

草月日町月山
2 

不問
40才 250,000 自干見他 ｛見習可）

3 Jレー トセーJレス 18才 ～ 160,000-
勢

靭日町泊
2 

普免
及 び 配 送 45才 200,000 日干兄、土端情溜

4 板前文は見習
30才～ 200.000-

男
朝日町境

2 
調理富市免許

so才 400,000 指定臼 ｛な〈てむ可｝

5 総立ス 7 ·~フ
18才』 122,670『

女
朝日町犬家庄

2 
不問

so才 122,905 8~.兄他

6 鵠科衛生士
20：才～ 160,000-

女
朝日町道下 不問

35才 210,000 白木祝1lB

7 アルミ主宰呉組立
18才ー 117 ,500-

女
朝日町山崎

2 
不問

65才 122,500 白、土曜指定日

8 事主 断 ヨこ
1 s::r- 125,000～ 

女
朝日町大家庄

2 
不問

so才 150,000 日干兄他

9 自動機』操作 18才～ I ~ート
女

靭臼町道下 不問
及び製品機釜 45才 時給 自祝、週休2日需I)

5 

10 土木作業員
2o::r～ 170,000～ 

男女
朝日町＝牧徐

5 不問
60才 300,000 日干兄、 第 2・4土峨

平成 6年 9月分ホット求人情報市
で
、
判
円
町
か
ら
は
パ
タ
パ

タ
茶
が
川
和
介
さ
れ
ま
す
。
山甘さ

ん
‘
こ
ぞ
っ
て
お
山
か
け
く
だ

也、ぃ
。

催

し

－

植
木
欝
定
講
習
会

新
川
迫
間
業
組
人
け
の
併
さ
ん

が
次
め
と
お
リ
、
楠
木
附
内定
論

沼
会
を
聞
き
ま
す
。

日
時

9
川
お
川
川
午
M

刑

9
時

却
分
か
ら
日
時
利
分
ま
で
（
山

会 r求人情堀一覧表Jbこ申j府下さい＇（商工観光眼力ウンターに展示｝
会 くわしいことは．愈溜公共蟻襲安定所紛回会宣官 官82・0198へお問い合t>1t＜だ~ l、

ず宣言主：t

…ー
が
一
4
中
町
村
n
q
H場
一
《
、、

山間一

日
か
・
与
の
広
報

J
rA

一

国民年金の保険料を納めましたか？

～~l 
J務~

① ② 

天
中
止
）

場
所

制
川
町
役
場
｛
げ
合
米

側
人
け
付
近）

受

講

料

無

料

（
参
加
品
れ
に
は

資
料
を
配
布
）
、
た
だ
し
、
現
定

ハ
サ
ミ
、
ノ
コ
ギ
リ
を
持
っ
て

い
る
人
は
持
参
の
、
」
と
。

問
合
せ
し
ぶ
肝
治
刷
（
宮
位

1

2
5
6
2）
へ
。

-



アーマ すこやかに生きる

ねらい
学ぶζ とにより新しい可能性を見つけ、新たな自己を発見する~
ぴを体験し、心身とらにすこやかに生さることを模索する．

会場 1~1 数 月lI （陪日） 内容及び展開 議 自市
t附成式｝ 北日本瞬間社.；：；；且委員

人 9月i日附 激動の情勢を抗む 辻沢賢信
善 一 (J)lJ也由刊葺） 1~山田4'電気株式全社総璃部長

Plr 2 9 JJ 8日（村 企 業 見 学と排出 丸 田 直司

民
キ唐尿 病について

高山I~科薬科大学教授

i』2、3 9月22日（榊 小林 正
高山県6': ＞ラレ y ジ~ii教授館 4 9月29日附 生かされていきいきと 国香正 ill

朝 新 JI I j見 景
rt足学幽！！1涼短期大学ft授

5 10丹13日附 σ3 八木光昭ロ
開f

江戸時代の北陸道
富ill鵬電車上史会理事

生 6 10月20日同 前田英雄
i白色 』一一ー

富山医科姦H大常g符J'.d雪

会予守
7 10>4 27日榊 身近な薬草と健康管理 森閑 直賢

人間 であること
11;山大学人文令部fi授

館 8 llJ-J 10「l榊
t倒防式｝ 中本 邑年

画圃司直

－

無
料
調
停
相
談

日
時

9
月
9
H
樹
午
前
同
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で

場
所

九
附
…
出
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
魚

津
市
駅
前
新
町
）
3
附
イ
ベ
ン

ト
ホ
1
ル

相
級
事
項

金
銭
や
・土
地

・
処

物
な
ど
の
貸
借
め
紛
争
、
よ
地

や
境
界
に
関
す
る
紛
争
、
交
通

事
故
な
ど
の
蝿
害
賠
償
に
関
す

る
紛
争
、
家
庭
内

・
級
族
聞
の

紛
争
や
相
続
に
関
す
る
問
題
な

ど
。

主
催

くらしの情報室

Li：仇η~g Iγzformation 

向一ゆ
訓
作
協
会

’

富
山
県
立
近
代
美

，

術
館
移
動
美
術
館

期
間

9
月
8
日
榊
か
ら
回
口

側
ま
で

会
場

開
口
町
立
ふ
る
さ
と
美

術
館

入
湯
料

い
燃
料

関
連
行
事

・
見
術
館
と
級
し

む会・・・
9
月
8
N
附
午
前
日
時

か
ら

・
作
品
解
説
会
・

・9
月

げ
日
出
午
後
2
時
か
ら

1m1:llil-i時 彦雷同：拘置II’l’E

お
知
ら
せ

1
9
月
間
固
ま
で
に

E
農
振
除
外
申
請
を

農
業
振
興
地
域
内
の
袋
用
地

＊ 

あなたも学んでみませんか？

平成6年度 県民カレ ッジ魚津地区

座i昔養教

一

つ
I
l
l
i－

－

1
1
1J

以

間

三
J

一

一
i
t
、

引

一展
二

往

旧

b
p

タ
」7
i
一

～

ご一
一－

芸

げは

一術

二

割

羽

一切

当

仏

易

乙

一

一

庁

工

ル

日

一美
二

f

侃

昨

秋
山
時
什
品
凶
E

～

一

連
j

、

一

6
一校
二

5
島

は
剖
明
日
引

』

剥

劃

一

）

山一一一
バ

刻

ホ

～

一学
二

若

山

山

以

作

1
f昨
昨

』

一

v

E
5
彫

－

Y

ら

利

一中
二

口間

約

鋤

国

U
円
同
閉
川
一
一

一：：一
JZ蜘

二
週

蜘

岡

山

附

ι川

～

一
市’

－uhi
江
ゼ
日

一泊
二

Z
主

人

目

組

制

点

。

M
m
蜘

（

司
司

週
頃
日

ヲ

同

一朝
二

つ

剖

ω月

申

、

付

す

い

町

一
回
一回
巴

組
E

U
「
．

刊

一U
二

否

町

上

旧

崎
綿
一
明
日
口
一
制

畑

一市：
d
門

場

閏

一開
二

ぷ

描

膿

境
技
師
1

明

日

切

縦

一
第
－
山
柚

鴎

陰

開

一

時

二

騨

制

要
さ
一
会
い

わ
美

（

i
l

－

－

－

一同
二

附

悶

｛

「
I
ll
i－

－

I

l

l
－レ

0

0

M
れ
峨
で
は
‘
，
後
内以
内枕
地
を

保

全

問

は

午

前
9
時
か
ら
午
後
3
時

す
る
ん
札
場
か
ら
開
発
が
税
制
さ
ま
で
）

れ
て
い
ま
す
。

場
所

烈
滞
地
域
職
業
訓
練
セ

農
地
を
宅
地
符

に

転

用

す

る

ン

タ

l

場
合
に
は
、
事
前
に
農
用
地
以

対
象

再
就
職
を
希
望
す
る
主

外
へ
の
用
途
の
変
更

（除
外
申

婦

等

（定
員
加
各）

続
）
を
行
い
、
県
の
認
可
を
受

内
容

ワ
ー
プ

ロ
検
定

3
級
程

け
る
必
要
が
あ
り
ま

す

。

度

の

知

識

と

技
術
の
習
得

町
で
は
、
こ
の
除
外
申
請
の

受
指
料

無

料

（教
材
費
は
自

受
け
付
け
を
3
月
と
9
月
の
年
己
れ
飢
｝

2
川
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
向

申
込
み

9
川
M
U働
か
ら

ω

は
9
月
刊
日
ま
で
に
「
除
外
願
月
3
n
仰
ま
で
に
川山
部
市
働
く

い
』
を
役
場
農
林
水
産
課
農
業
水
婦
人
の
家
（
宮
M
H
1
6
8
4
）

緩
係
に
州
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
へ
。
申
し
込
み
者
の
中
か
ら
選

申
請
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
考
と
な
り
ま
す
。

は
、
役
場
農
林
水
産
課
｛
宮
内
線

2
1
4
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

－

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習

1人でも多く、障害を

持つ方々の働く揚が得

られるよう、事業主の

皆さんのご理解、ご協

力をお願いします。

併時 間／14:00～16:00(9/8は工場riiiに引地集合）

砂受講料／無料｛ただし資料代500問）

惨申込み・閉会せ／魚津教育事務所内魚津地区生涯予習団体協議会事務

局（ft24-5311内線495）へ。 （電話巾込み ・当日参加も可｝

生活必需昂価場
日 月 分（毎則O日現在肉食） k鑑〉

S’，－＇ ・3 名
τJl l~J ｛踊 絡

8 Jl 1jij月比 前年同月比

tf ソ ./ 

イi (t卦先 le > 
130 ー l 2 

i白 tr 油

" 
t配達180 995 。+ 16 

.~·. L p ff ス
( 5耐） 3. 12•1 。＋ 7 

fi J＇庁 期 洗 ~I 
II （中性i先l]tJ600me) 256 。＋ 

Ill テ 4シ A ペーノマ－
167 IK寸 + 11 (400枚紙1百入り）

品 トイレ γ トペー，マー
442 ｜にふ吋

｛飲紙ロール4備制｝
- 61 

食 ，ξ 
／ 

｛常通品6fX入リ｝ 115 。ー 10

加守 対 ン l民I .ザr~
C450g I箱｝

。＋ 3 

i しょ う i由 557 。- 15 (1.8 tペ・γトボトル人リ｝

食
サ ラダ i1h

336 。
｛ポin手G'l700g人り｝

- 78 

レ 1 み、
~.” . 

． 
102 

（むめん ITl 
。

n 
(I fバッ ク入り） 249 。 7 

't・ 肉
431 

｛中肉LblOOgl 「b3 
+ 28 

再生 肉｜
2~8 I?..¥ 4 （中I勾b{, 100g) + 21 

lll ｛附イス~. 卵島下
183 ー 3 + 24 

ね 、』〆 ぎ
（~＼＇－iW品 l kg) 230 + 25 + 33 

食 C! Jt 、、 し よ

( ~＇l'-iifl品 l kg) 272 ＋ 4 ＋ 6 

キ ヤ F、. 。J

I ~1礎”。ロ， (;l¥!jifl品1kg) ー 2 -421 

人 参 ｛お7（ ~illi品 l kg) + 10 - 44 

期日川月目u附からけ月
初日附までの幻川コiス（時

町の工事発注状況（5師円以上） ~
一このコーナーwarが入札を行った bのをぬ敏していますー

<H6.7. l-7.31> 

[ 高野 名 場所 3予e~定設 ti'I 。卸負 言匙 埼雪 視当1珠イi'l
県lli線道山村活性わ林起＂.（~正当陸 6 <1'-

，η 
有 限 会社 農 林

林滋」ニノtlJ鰍 ｜岬It生工事
宮崎 12Fl 23,484,000 

河内 #1. 11<11'/l，.県

林道B恒松災事嘗復 旧事業
笹川

6 ~，五
17,922,000 折谷主主Z生側 Q 林

林滋ぬ帆1予山総 1~手術戸斤工事 U.J~ M山主主祭F持 水 i滋ぷ

純日開T•t大：«tt小学校雨漏等修繕工事 大家庄
6 lf!. 8, 137 .000 水鳥工務店

~ 'f1 
8 fl 望書以会

－

公
証
役
場
の
利
用
を

大
切
な
契
約
や
取
り
引
き
で

約
束
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

遺
言
舎
が
正
し
く
作
ら
れ
て
い

な
い
た
め
無
効
に
な
っ
た
り
、

ま
た
、
逃
・
巧
山
口が
な
く
な
っ
た

り
械
業
さ
れ
た
り
し
て
相
続
人

の
聞
で
無
用
の
紛
争
が
引
き
起

こ
り
、
冶
古
品
自
の
底
思
ど
お
り

に
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
『
公
正
証
書
」
を

作
っ
て
お
く
と
安
心、

確
実
で

す
。
叩
月
l
H
か
ら

7
日
ま
で

は
公
証
迦
問
。
綿
利
の
争
い
を

防
ぐ
た
め
に
公
柾
役
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、
秘
篠
山
は
厳
守

本

さ
れ
ま
す
。
許
し
い
こ
と
に
つ

い
て
は
魚
津
公
証
役
場

（宮
M

｜

6
7
4
7
）
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

有段を目指して
惨事~·：lhり’ r;;:---;, II音器｜

・ 凶4
有 3ヒ，a函
段 分ン先 岨

者 で ト2主 ．。I ; l<十
級 t ・段

キ 5
1ね手 持
分 ら ま~
以いで 邑
内 ・ 正
で 割問

-

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（
官

邸

H
0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

ポ
環
境
の
気
象
学

近
藤
純
正

夫
の
川
幻
想

小
泉
八
雲

父
池
遊
の
背
中

飯
塚
く
に

ビ
リ
l
－
ミ
リ
ガ
ン
の
お
の
棺

（
上
ド
）

D
・
キ
イ
ス

F
B
I
心
開
分
析
山口

R
－
K
・
レ
ス
ラ
ー
他

ヨ
l
ロ
ッ
バ
の
港
町
の
ど
こ
か

で

必

弁

邦

雄

、
」
の
日
ζ

の
時

森
山
漠
弓

デ
パ
ー
ト
の
神
様

湾
総
直且厩

火
性
に
と
っ
て
の
職
業

ヴ
ア
｜
ジ
ニ
ア

・
ウ
ル
フ

存
続
は
ハ
ス
キ
ー
で
あ
る

三
刷
誠
広

児

島

腺

平
和
の
失
速
ハ
円

（小
説
）

背
中
筏

か
く
れ
ん
ぼ

瀬
戸
内
寂
聡

御
宿
か
わ
せ
み

平
出
品
弓
枝

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
の
た
め
息
の

五
ト
嵐
均

死
の
人
工
呼
地

川
川
弥

．
郎

で

も

ん

民

桝

ょ

う

こ

保
瀬
笹
川
州
治
大
の
ロ
険

芦
辺

桁

紅

色

ホ

テ

ル

山

崎

洋

子

老
神
温
泉
殺
人
耶
件

中
町

信

萩

・
晶体
和
野
に
消
え
た
女

西
村
京
太
郎

本
の
紹
介

J

‘，
 

」
凡

市

密
航
市
中
件
の
市総
に
必
ず
介
在

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
、
中
両

人
密
人
同
伶
旋
ブ
ロ
ー
カ
ー

－

泌
祢
「
蛇
一山」
。
刈l

耶
者
た
ち
の

生
々
し
い
証
号
日
を
も
と
に
、
大

量
の
密
航
者
を
生
み
出
す
中
間

の
国
内
事
情
を
検
証
し
、
密
航

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
、
迫

W
H
の
レ
ポ
ー
ト
。

出

額

九

段

北

村
畠
男

一線
一
・
ヒ
ン
ト
目
－
m－

T
Mか
ら
織
物
を
払
い

一将
一
ま
す・

匿

ω分
で
1
級
、
5
分
で
こ
段
。

持

駒

角

金

縫

四

五

六

七

八

九

一

4 

さ佐 主張

ミF 主
jlj E跨

7従

2 3 5 6 

-
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健康ィシフが弓ノヨシ

愛
の
献
血

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
ル
折
名
｛
7
川
・
ス
純
分
、

公
印
は
棚
1

問
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
捌
叫
献
胤
お
）

焼
地
区
A
H

ボ
h

均
的
、

A
H
h
小
向
山
崎

川
、
兵
山
叩
俊
作
、
木
川
h
．
1
夫、

宮
崎
地
区
公
竹
林
折
、

A
M
波
川

教
f
・
泊
地
区
会．
れ
川
代
社
何
刷
、

A
H
大
村
治
、

ムM
全
湯
川火・

：
ム
M

小
林
克
彦
、
食
後
桜
山
美

f
、

A
H
桝
井
正
旧
状
、

食
休
波

．
線、

A
H
川
中
秀
夫
、
ムM
旧
小
山此
f
、

A
H
川
畑
力
也
．

ムM
守
崎
附
彦
、

A
H
山中
村
hHM
敏
、
会
計
川
修
、

会

副
林
野
絵
、
※
椀
減
税
．
、
※
湖

沼
路
「
、
※
竹
内
秀
苧
、
※
収

、

川
附
来
、
※
松
阪
作
T
F・
※
氷

山
淳
、
※
野
け
μ
常
心
下
‘
魚
住
山
パ

山
夫
、
悔
沢
よ
し

f
‘
ト人
（
介
静

ん、

A
れ
滞
和
，

r、
卜
川
忠
夫
ι’‘

川
辺
…
坂
道

t
・
竹
内
体
制

f
、
州
中

…η
て

～m
m
h学
代
、
長
井
洋
子
、

d

「
崎
加
代

f
、
柚
ト小
佼
栄

五

箇
庄
地
区
A
H
勝
間
災
知
代
、

A
H

山
手
妙
，

r、
※
松
合
品
川
ト
パ
・
物

地h下「、出川みゆき、山子

物代南保地区会谷川宗次、

折谷形f、勝以州希子山

崎地区AM九川h・d簿、AH小杉

必川町．食休泌燦f、AH仙ヤh

消久、台湾μ敏雄、AMヒ沢

を々み、※縮パ開催、※門十回

爪－、山本兵帝大家庄地

区内M小川沖辺、刊行機代、

9月の各種相談。時間 ロ会場

~月日） 
裁判所出張調停相談。9:00～16:00 ロ作k/:11：センター

9火日） 
心配ごと相談。13:00～16:00 ロ 針，＼－／＇Il:tンター

1(3火日） 
心配ごと相談・母子父子相談。13:00～16:00 口 約付11：センター

1(4水日） 
社会保険出張相談。10:00～15:00 ロ 役場合J滝本

1(9月日） 
裁判所出張調停相談。9:oo～16:00 口弘・itll：センター

2p火日） 

心配ごと相談・行政相談

人権相談・税務相談。13:00-16: 00 ロ t:.・;r11：センター

心配ごと相談

27火日） 
。13：・00～16:00 ロ t/M1I：センター

交通事故相談所巡回相談。10:00-15: 00 ロ ~！.＼fm iii九州｜；センター

2(8水日） 
社会保険出張相談。10:00～15:00 ロ 役場会議本

保
健
セ

ン
タ
ーー
だ
よ
り

一
二
本
位
と
い
え
ば
、
食
事

・
泌

動

・
休
養
で
す
。
そ
の
中
で
一

祷
お
ろ
そ
か
に
な
り
や
す
い
の

が
運
動
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
凶
は
、
川
前
近
静
か
な

ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
る
『
ラ
ジ

オ
体
操
」
を
紹
介
し
ま
す
。

悦
い
巡
動
と
思
わ
れ
が
ち
な

ラ
ジ
オ
体
様
で
す
が
、
問
分
川

！ぜ

っ
－T
｝

W
T
g氏
山
＋0
・砂ふリ

1

・
t
1
d
l
｛

Mq
f
l
i
t

－

0
0
川
以
上
、小
K
飾
的
川
の

2

併
近
く
に
あ
が
り
ま
す
。
そ
の

川
悦
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
約

1
0
0

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。
ラ
ジ
オ
体
M
M

だ
け
で
．

日
の
中
ま
し
い
泌
州

『はさかけ』

刈り取った稲を乾燥

させます。

舎はほとんど吃煉機

を使用しており、天日

で干している風僚はあ

まり晃られなくなりま

した。

州
向
仁
炎
、

引
名
）

。
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
大
阪
府
の
市
戊
正
「
さ
ん
か

ら
州
政
先
日
闘
の
た
め
に
ゆ
万
円

マ
人
洋
町
の
山
本
直
義
さ
ん
か

ら
広
報
あ
さ
ひ
の
た
め
に
一
万

マ
徽
浜
市
の
桝
作
よ
れ
助
さ
ん
か

ら
山
知
あ
さ
ひ
の
た
め
に
札
千

マ
川門
・．
浦
町
の
依
雌
妙
「
さ
ん

か
ら
瓜
似
あ
さ
ひ
の
た
め
に
・
．

・・J
H
1

山
片
宇
久

9月9日は救急の日

定． r. 川 LI 
8-A‘ .t.b} ｛対象者吟） 受付11,1,rm 

ー
一一 境地区 9 JI !l II~ 

胃 1ゆn:・;8・：｛O～9::30 境公民知
－手Lカず 。I:3：・ 15～14:oo 

ん
宮崎地区 9JJl:HJ('J¥) 

子 1・／＠8::30-9: 30 
F邑畠『 9 JI 11111 v鈎 p,・山有生活改汚

季L 1・1①8::rn～9:30 センター
n:・; .手L

カず 。J:l: l!i～＇＂ :oo 
ん

山崎地区 !OJI 5 II （ね検
診 1・｝.＜；？－ぉ：；JO～9::30 災村！！ti}人の家

－干し」－－－＇ 。I:3: I 5 -111 : 00 
ー
機能訓練 9 Jl2011(:k) 

保健センター｛脳i'・中f灸池山行） 。1:i:oo～1:3:30

心の健康相談 9 JI 5 I 1・19II 
いずれらOil ！県音II保健所むします <n52-1220効i ~ 。1:i:oo～14:00何.~人σHll”書 ι受け止す。

子育て教室 9 JI 211 1附 ｜ 1保健センターl’I！長ト2かflの机申んとJ;l
かあ~ん 議

。13::m～13:40

ー
3か月児健診・脱臼検診 9 JI 27 11 （必 あさひ総合病院
( () ｛ドGn’I：まtL※） 。t:l:00～1:i: :io 寺実形外科

4・5か月児健診 n II 2011（火｝
保健センター

( (j句、4I l’F.ま＇t＞琵） G 9: 30-10: oo 

1歳6か月児健診 9 JI 2211 (.+:J 
mt建センター(5iド211、：1J lノ｜：まtL※） 。1:i:00～14:oo 

育児相談 n JI 2111（水）
i呆iitセンター（；杭・Cf(./ti・※） ()9: '.lO -I J : 30 

ツベルク リン反応 9 J J (; 11（火j
i米i.1:1'.センターCi11・10Ji～（iiド:lJJ’｜：まtL※） ①1 a : :io -t 4 : :30 

BC G接種 9 JI 8 11(.+:l 
保健センター[Cl 111こYベル 7＇） ン川町。I:l: :lQ～14:30 

を・2:It fニ入 品・
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緊
急
性
が
な
い
救
急
車
の

利
川
は
．
・
本
中
1

に
必
要
と
す

る
人
の
利
川
を
妨
げ
る
、
」
と

に
な
り
ま
す
。
ご
い
げ
怠
く
だ

，‘
i

、。

i
L
 

今
月
の
納
期

品
恨
の
約
半
分
が
消
費
さ
れ
る
計

算
と
な
り
ま
す
。

体
燥
の
コ
ツ
は
、
息
を
ト
分

に
は
さ
な
が
ら
行
う
こ
と
。
息

を
は
く
と
身
体
の
む
だ
な
力
が

彼
け
、
筋
肉
が
伸
び
て
動
作
が

大
き
く
な
る
た
め
に
消
波
エ
ネ

ル
ギ
ー
ら

mえ
ま
す
。
息
を
止

め
た
リ
．

h
H
を
入
れ
る
の
は
、

筋
肉
が
品
川
き
に
く
く
な
る
の
で

迫
幼
決
。
背
筋
を
仲
ば
し
て
ぷ

本
ど
お
リ
に
行
い
ま
し
ょ
う
－

す
が
す
が
し
い
判
に
ラ
ジ
オ
一

体
燥
で
勾
む
心
ら
リ
フ
レ
ア
y

一

品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一

何年間、9!111：まれ※｝ ’＠t:coo～13：初

①健康体操敏1!:及び鍵政相以（いずれも希望者）C！、 9月の毎週金曜日 ・午前
9時30分から係自主センターて（9月23白金曜日I;t休み）、健康纏談は毎週火
議日午後 1 時30~ーから老人福祉センタ－ 9 J'l21臼は基幹集落センターで
も行勺ています

鑑翠！

r写民で見る朝日町のう

つりかηりJょっ

所在地／黒部市消防署向側

※ I辛子手帳持参宮 63・3309

弁t・

ロ：
保 －~

富美；

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う

今
年
の
以
は
ぷ
鉢
的
な
値
以
引

が
い
刊
さ
ま
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ

ぷ
パ
テ
で
ダ
ウ
ン
し
そ
う
な

N

’U
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
州
地
械
を
州
相
対
す
る
た
め
の

宮 54-0731

以

診療時間／午後ア時～午後11時

あ
さ
ひ

総
合
病
院

第2・第4上限川は外米

休み（試行）です。

急忠は復問・休日を川わ

ず制時川いつでも受付し

ます。

gmH1160 

休日救急診療当醤医 務鵠～午後間
’－ーー・1

9月4日（日 中川病院 包 82-0120
9月11日日） 坂東病院 fi83-2299 
9月15日附 松倉医院 宮 82-0051
一9月18日臼） 丸川病院 合 83-3391
9月23日程笛 伊東医院 宮 83-0504
9月25日目） 坂東病院 合 83-2299

診療日／日曜日 ・祝日

ガソリンスタンド休日当書店

9月4日日）小川石油 fi83-3033 
9月11日（日）中 央 農 協 宮83-1135
9月15日附 朝 日 石 油 fi82-0661 
9月18日（日）大 谷 石 油 宮町一日703
9月23日告白 小 川 石 油 合 83-3033

ドー

9月25日日）浜 岡 商 店 fi82-0578 

（±）新川地区休日夜間急患医療センター

〈路通事正解＞'・' lのトピが叫下、白 2
9・＇・νJナカ fJk時には県3.5 t-;;:11 
てt16 l』l，，τbそのまtで七年の’E

3倫 f12て3へ’・4るのは烈2で生き．

「一一 一一一一
〈館将制定解＞2 -t.ゐlト. 3 的
l m亙．l 別府、 l司鰍. 3 問的•AL 2 
J合輸. 2問IItで9TIAめ

《解観〉百千IIの倹f企てtょの． 的軒

のIt•打%が俄らH* t 州 f2 ~ L 
tlHで.r.;1!Pなら2 向lJ. 1 i... 

2 !dl tτ. :I.I~ 2 21• ・ 1 I• な も， ．
2凡什． 2てk.3 角．
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朝日 書道で交流チ

あ怠たの回りの身近な話題を待っています（ft83－刊00内線204）へ。

つ

第
・K
M
A
K凶

「
明
日
」
町
村
必
M

航
れ
札
口
大
会
が
八
川
卜
八
日
、

町
の
ぷ

全国「朝日JIBf材友好競書久会 一一

化
体
行
セ

ン
タ
ー

「
サ
ン
リ
l
ナ」こ

の

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

：！
l
 

－
4
7川
中

l
t
」

と
れ
の
什
く

巨
匠
の
作
昂
を
鑑
賞

「
現
代
日
本
晶
の
精
華
」
展

ふ
る
さ
と
夫
術
断
で
じ
川
－
・

1
九

日
か
ら
・
八
川
－
－
卜
八
日
ま
で
、
町
制

施
行
間
卜
問
年
を
記
念
し
た
特
別
展

「
現
代
日
本
画
の
精
華
」
が
問
か
れ

ま
し
た
。

令
h
A
吋
ニ
立

町
や
村
が
九
つ
あ
り
ま
す
が

続
協
札
口
大
会
は
．
平
成
．一
年
に
新
潟
以
判

は amu 
；守；.b包 村
11 l・fj・グ〉

!n・I＇月 H・f-
事11 I・ ひ’
II Jmか
Pl f ＂！＇－け
カずをで
会 ，h.＇.ス
場念タ
にし l
なト
り ノト 。
ま ［11I Pl f 

し
た
。大

会
に
は
嵐
山
県
と
福
井
県
の
明

日
町
、
山
形
県
‘
新
潟
県
、
岐
阜
山

の
判
日
付
の・
h
川
村
か
ら
小
小
中
小

：．
“
h

ハ
人
が
参
加
。
川
辺
の
腕
リ
川
を

脱
い
な
が
・
り
、
川
判
け

勺
f
の
火
山山川
の

拾
を
仏
げ
ま
し
た
。

B

特
別
賞
受
賞
台
は
川
べ

｜
ジ
に
ぬ
級

一一 あさひまつり久盛況 一 一

判
け
の
円
以
を
彩
る
「
あ
さ
ひ
ま
つ

り
」
が
今
年
も
八
川

．
H
か
ら
；
，

H

ま
で
附
か
れ
、
お
碗
イ
ベ
ン
ト
や
出

店
コ
ー
ナ
ー
、
街
流
し
な
ど
に
連
日

大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
ま

し
た
。

ミスあさひ・
ヒスイも決定

品
終
日
に
行
わ
れ
た
ミ
ス

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
ト
別
人
が
山
場
。

ミ
ス
あ
さ
ひ
に
は
森
野
愛

f
さ
ん
（
で

l
蔵

・
朝
日
川
）
、
ミ
ス
ヒ
ス
イ
に

は
半
間
愛
「
さ
ん
（
－

一1
4峨
・
魚
津

山
）
が
そ
れ
ぞ
れ
逃
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

News 

会国か

f!..;fr子よ 』
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守子

じ
月
に
附
か
れ
た
務
刷
串
カ
ツ
プ
ビ

ー
チ
ポ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
た
選
手

の
皆
さ
ん
か
ら
、
多
く
の
感
謝
の
使

り
が
届
き
ま
し
た
。

『
：
：
；
朝
日
町
の
皆
様
の
協
か
い

お
も
て
な
し
を
受
け
本
当
に
う
れ
し

く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
・
：
・：
今
後
も

ど
l
チ
ボ

l
ル
を
一
泊
し
て
、
ま
す
ま

す
の
交
流
を
念
じ
て
お
り
ま
す
：
・
h

『：
：
：
令
制
の
ど
こ
の
行
政
で
こ
の

よ
う
な
も
て
な
し
を
し
て
く
だ
さ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

：・

た
く
さ
ん
の
ぶ
々
に
併
せ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
・
：
・
』
な
ど
な
ど
。

町
制
鈍
行
間
十
同
年
を
記
念
し
て
、

L

ハ
ト
歳
以
ト
の
方
々
を
迎
え
た
こ
の

大
会
に
は
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
管

さ
ん
が
米
町
さ
れ
ま
し
た
。
ビ
ー
チ

ポ
l
ル
と
と
も
に
判
臼
町
の
名
が
今
一

回
に
広
ま
る
と
い
い
で
す
ね
。

こ
の
展
覧
会
は
‘
東
山
魁
長
や
子

山
川附犬
、
続
本
明
治
な
ど
、
日
本
州

問
中を
代
表
す
る
ト
じ
人
の
作
H

山
．
十

点
を
．
吹
に
集
め
た
家
事
な
企
画
。

期
間
中
は
、
多
く
の
芙
術
愛
併
者
ら

が
訪
れ
、
．
h
．
恢
が
揃
い
た
長
の
附
削
汁

に一以

っ
て
い
ま
し
た
。

g・・

＊
し
み
き
に
歓
声

川
魚
、つ

か
み
ど
り
久
会

l

八
川

l
：
・川
、
時
川
の
小
川
前
川
川

め
で
「
ふ
る
さ
と
川
知
つ
か
み
ど
り

大
会
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

側

H
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
判

日
内
ホ
刷
漁
協
の
符
さ
ん
が

μ
年
山

か
ら
行

っ
て
い
る
い
ぷ
判
例
の
い
れ
引
で
、

今
年
も
町
内
の
税

f
や
川
行
存
な
ど

約
千
人
が
参
加
。
強
い
日
系
し
の
小
、

イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
、
ア
ユ
凶
千
円
が

欣
さ
れ
た
川
に
人
リ
‘
水
し
ぶ
き
と

歓
山
を
あ
げ
な
が
ら
飢
の
子
づ
か
み

を
米
し
み
ま
し
た
。

拾
っ
た
分
だ
け
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

l
l
町
民
総
ぐ
る
み
清
柿
デ
｜

｜
｜

は
、
町
民
約
．

一千
八
百
人
が
参
加
。

公
共
施
設
や
川
川
、
海
岸
な
ど
で
草

を
刈

っ
た
り
、
小
川
i

き
＃
山
や
ゴ
ミ
を
拾

い
集
め
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
大
対
の
ブ
、
三

一
体
だ
れ
が
捨
て
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
町
民
総
ぐ
る
み
一
昨
制
デ
l
」
と

姐
し
た
消
掃
作
業
が
ヒ
月
・一
ト
四
日
、

町
内
．

川門
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
互
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、
町
を
美
し
く
し
よ
う

と
行
わ
れ
た
こ
の
日
の
清
掃
活
動
に

7主的

1tJ: Jll 
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Eヨ月 E理表 11~司

ひの美術さあさらなる発展を誓 う

朝日町町制施行
40周年記念式典

F” 
~ 、J

［議謹｜

氏

の

家

族

』
（
れ

4
山
い
川
げ

r
h

／
ヘ
ラ

）

釣
出
附
幻

和
m
m
u料
金
ま
れ

き
ゃ
し
ゃ
な
体
に
、
派
手
な
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の

お
び
え
た
よ
う
な
A
氏
。
そ

っ
と
寄
り
添
う
か

に
見
え
る
犬
人
と
「
ど
も
。
し
か
し
、
そ
の
．一
－

省
の
日
は
、
な
ぜ
か
述
く
を
けいん
つ
め
、
心
な
し
悲

し
げ
に
見
え
る
。
判
か
派
刻
な
市
け
μ
川
で
J
U
－－・
。

A
氏
は
、
州
山
本
内
心h
山
川
小
笠
必
の

A
で
あ
り
、
こ

こ
に
拙
か
れ
て
い
る
の
は
作
家
’
H
身
と
そ
の
主

と
片
山
と
忠
わ
れ
る
。
州
本
と
家
紋
の
山
川
保

で
あ
る
。
川
家
の
’
H
州
像
は
、
汗
一
店
の
内
保
州

と
は
、
ま
た
ひ
と川
町
述

っ
た
興
味
を
か
き
た
て
ら

れ
る
。

同
家
が
、
自
分
白
身
を
ど
う
み
せ
よ
う

と
し
て

い
る
か
。
ま
た
、作
家
が
、
白
分
を
ど
う

見
つ
め
て
い
る
か
、

M
ら
ず
ら
作
家
の
内
耐
に

ふ
れ
る
臨
場
感
が
生
じ
る
。
こ
の
作
品
は
、

そ

の
トし
に
、
作
家
の
家
紋
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
リ
、

さ
ら
に
泌
物
化
し
錯
綜
す
る
。
し
か
し
、
や
刷
、

も
す
る
と
深
刻
に
な
り
が
ち
な
ん
糸
肢
の
ド
ラ
マ

を、

作
家
独
れ
の
ユ
ー
モ
ア
と
粁
快
な
の
り
で

ほ
ぬ
け
に
川
る
い
内
向
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

九
件
州
家
安
述
附
付
文
は
、
州
日
川
殿
町
川
身、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
い
て
小
川
に
発
注
し
た
卯
を

使

っ
た
テ
ン
ペ
ラ
扶
訟
を
む
ち
い
明
る
い
色
彩

と
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
し
た
独
’H
の
線
で
州
く
人

物
州
を
拙
き
、
正
き
新
鋭
作
家
と
し
て
活
附
し

て
い
る
。-8 

鍛月
5 22 ム

ロ日 二台－
0 ？” 二
円，lft主主

＊~ t専
問 又

f展。
円

必 ．

朝日町の町制施行40周年を祝

う記念式典が8月1自主町の文

化体育センター 『サソリーナ』

て開かれました。

式典！こは県や友好都市の釜石

市長、国・県会議員をはじめ、関

係者約500人が出席。昭和29年

8月 1目、 1町6村（のちに 1

町7村）が一つになって誕生し

た町の40周年を祝うとともに、

町政発展に寄与された個人や団

体の方々に表彰状や感謝状を贈

呈、さらなる町の飛躍と発展を

醤りありました。

-十
LI
 

－
 

－ム，

マ
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
、

『持
い
恥

と
い
う
－J
集会』
け
に
川
し
た
リ
．
耳
に

し
た
よ
と
だ
ろ
う
。
九h
川
的
に
以
H
M

航
り
の
件
さ
が
就
き
、
以
内
で
も
い
い
川

ー

、
・
1
1

、
．a
l
h
，
－J
e
k

h
仰
山
で
八
川

i
机
け
ん
い
H

け

M
L’メ

象
台
観
測
史

l
沿いい川
の．・し
’九
・じ
い位

ま
で
丸
山
が
十
が
っ
た
。

v
m片
と
ら

・パう
べ
き
今
午
の
い
以
、
判
川
町
は
町

制
施
行
間
卜
川
年
の

J

山
念
す
べ
き
日

を
迎
え
た
。
わ
ず
か
卜
年
前
と
比
較

し
て
む
町
の
椋，

rは
ず
い

ぶ
ん
と
変

わ
っ
た
。
新
し
い
地
路
や
備
が
つ
き
、

り
つ
は
な
控
物
や
胞
設
も
終

っ
た
。

州
ト
年
前
の
町
を
知
る
人
に
と
っ
て

は
、
ま
さ
に
悩
附
の
感
が
あ
る
だ
ろ

、y
F
リ
i
U
H

－－
いI
L
－－ド
L
I』
．
1
。
入’

J

4
司

叫
川

t
f

l
l
』
J
L
川
l

／

l

’

l

l

H
ほ
ど
人
々

の
山枯
ら
し
は
円
か
で
は

な
く
、
も
ち
ろ
ん
引
伐
の
よ
う
な
冷

房
設
備
も
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
。
暑

さ
の
中
、
し
か
し
光
人
た
ち
は
そ
れ

以
上
の
た
ざ
る
思
い
を
胸
に
、
新
竺

「側
け
町
」

の
湛
併
を
悦
っ
た
に
追

い
な
い

V
．崎
山
先
を
知
る
こ
と
は
、
ぷ

米
を
い
泊
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
川

十
年
の
ぷ
川
を
紙
た
今
、
改
め
て
町

の
歩
み
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
。

1) l(. iJ見（15 .192( + 世帯数6) 計 17.628 ( 男 8.224 (-3）女 9.404 （ー 3)〔町の人口〕


